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周南コンビナートから発生するCO2を分離・回収し、回収されたCO2から生産すべき化学品の量・製造プロセスを決定する。

それらを運営・管理するCO2マネジメント事業者の役割等を明確にして、実現に向けた課題を整理し、解決のための提言

を行うことを目的とする。

目的

背景

エネルギーの脱炭素・炭素循環

現在 将来の姿

産学官・地域連携によるカーボンニュートラルコンビナート実現を目指した

「周南コンビナート脱炭素推進協議会」

概要

CO2の回収と化学品の生産スキーム

CO2マネジメント事業者の役割・あり方

化学品の生産スキームCO2回収技術の選定

●CCU：化学品引取り企業の需要に合わせて共同運営会社で化学品を製造 ●CCS：回収企業が共同運営会社に液化・出荷委託、輸送・貯留は回収企業と輸送・貯留事業者間で契約を想定

今後の予定
・共同運営会社に必要な機能検討
・共同運営会社に関わる総コストのとりまとめ
・コスト負担や削減量の考え方の整理、投資採算性検討 など

検討状況：想定される契約含めた各企業と共同運営会社の関係性の整理。下図をベースとして検討継続
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＜前提＞
 エネルギー：2050年周南地区では化石由来の原料や燃料は使用しない。
 化石資源・鉱物資源：セメント原料CaCO3、鉄鋼における還元用コークスは残存。
 生産量：セメントは公開推定値から試算、プラスチック等製品は現状維持。
 炭素源：廃プラ等、木質バイオマス、バイオマス由来CO2の組み合わせとし、プロセスごとに収率を仮定。
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大気の炭素蓄積量＝固定排出源からのCO2＋移動排出源からのCO2

          ー（CO2変換プロセスによる固定量＋地下貯留等による固定量）

       ゼロの場合にネットゼロ
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周南コンビナートのカーボンニュートラル前提と想定されるシナリオ
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